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の割合は4.9%（BFS2013）とオーストリアの 7 分の 1 に過ぎない。女性農業者のほとんどは農
業経営主のパートナーである。スイスでも、農業経営主は老齢年金受給年齢までにしかるべき
後継者に経営権を譲渡する必要がある5。直接所得保障のレベルが高いことから、2007年以降、

























Land- und forstwirtschaftliche Lehrlings- und Fachausbildungsstellen=LFA）、オーストリア農村継続
教育機関（Ländliches Fortbildungsinstitut=LFI）を通じて、2012年 8 月から2014年 3 月にウィー
ン市ほか 4 州にて実施した。農業経営主あるいは自分の経営部門を持つ女性農業者と、農業分
野のマイスターあるいはそれ以上の職業資格を有する女性農業者計17事例を収集した。スイス
では、連邦調査機関アグロスコープ（Agroscope）を通じて、2013年 3 月と 8 月にグラウビュ




ID 調査時期 生年 地域 農業経営 専・兼 農業の職業教育 経営主タイプ 生家
A 1 2012年 8 月 1957 シュタイヤーマルク 畜産、直売所 専業 農村家政マイスター タイプ 2 農家
A12 2013年 2 月 1959 ザルツブルク 畜産 兼業 農村家政マイスター タイプ 1 農家
A16 2014年 3 月 1959 ウィー ン 園芸、直売所 専業 園芸マイスター タイプ 1 農家
A 7 2012年 8 月 1959 オーバーエスターライヒ 穀物、民宿 専業 農村家政マイスター （夫経営主） 農家
A10 2013年 2 月 1960 ザルツブルク 畜産、民宿 専業 農村家政マイスター （夫経営主） 農家
A 9 2013年 2 月 1961 ザルツブルク 畜産 兼業 農村家政マイスター タイプ 3 非農家
A13 2013年 2 月 1962 ザルツブルク 畜産、レストラン、有機 兼業 農村家政マイスター タイプ 2 非農家
A 4 2012年 8 月 1966 シュタイヤーマルク 畜産、民宿 専業 農村家政マイスター タイプ 2 農家
A 5 2012年 8 月 1966 ニーダーエスターライヒ ワイン、レストラン、民宿 専業 － （夫経営主） 農家
A 6 2012年 8 月 1971 ニーダーエスターライヒ ワイン、民宿 専業 ワイン醸造マイスター タイプ 1 農家
A 3 2012年 8 月 1976 シュタイヤーマルク 畜産、民宿 専業 農村家政マイスター タイプ 2 農家
A 8 2013年 2 月 1976 ザルツブルク 畜産、民宿 専業 農村家政マイスター タイプ 2 農家
A11 2013年 2 月 1977 ザルツブルク 畜産、賃貸住宅・倉庫 専業 農村家政マイスター （夫経営主）非農家
A17 2014年 3 月 1977 ウィー ン 園芸 専業 園芸マイスター タイプ 2 農家
A14 2013年 2 月 1982 ザルツブルク 畜産、民宿、有機 専業 ディプロム・エンジニア タイプ 2 農家
A15 2014年 3 月 1984 ウィー ン 園芸、直売所 専業 エンジニア タイプ 1 農家
A 2 2012年 8 月 1986 シュタイヤーマルク 畜産 専業 農林業マイスター タイプ 1 農家
C 4 2013年 3 月 1955 グラウビュンデン 畜産、有機 専業 獣医＆マイスター 農業士 タイプ 4 非農家
C 5 2013年 3 月 1963 グラウビュンデン 畜産、ワイン、穀物、野菜 専業 ディプロム・エンジニア タイプ 1 農家
C 9 2013年 8 月 1973 グラウビュンデン 畜産、民宿 専業 農業士 タイプ 1 農家
C 3 2013年 3 月 1974 チューリヒ 産卵鶏、畜産、穀物、有機 専業 ディプロム・エンジニア タイプ 1 農家
C 2 2013年 3 月 1978 チューリヒ 穀物、養鶏 専業 農業士 タイプ 1 農家
C 1 2013年 8 月 1979 アルガウ 畜産 兼業 農業士 タイプ 1 農家
C 7 2013年 8 月 1980 グラウビュンデン 畜産、レストラン、有機 専業 農業士 タイプ 1 農家
C 8 2013年 8 月 1981 グラウビュンデン 畜産 専業 農業士 （父経営主） 農家
C 6 2013年 8 月 1986 チューリヒ 畜産、穀物 専業 農業士 （夫経営主） 農家
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基幹学校卒業後は、 3 年から 5 年の専門学校（Fachschule）9に進学するコースと、総合技術
学校（Polytechnische Schule）（ISCED：3C）に 1 年通って義務教育を終え、 3 年間見習い 
（Lehre）をしながら職業訓練校（Berufsschule=BS）に通うコースとに分かれる。専門学校には、



























11 11月から 3 月まで冬季学校（Winterschule）に通うというような具合である。






















農林業のマイスター試験には、 2 年半の実務経験と 3 冬のマイスター講座を受講する必要が




















を幼稚園 2 年（ 5 歳～ 6 歳）（ISCED：0）、初等教育 6 年（小学校 6 歳～12歳）（ISCED：1）、




siale Mittelschule）の 4 つの選択肢がある（SDBB15）。 1）と 2）と 3）は職業訓練教育課程で
あり（ISCED：3A/3B）、4）は大学入学資格（Matura）を準備する一般教育課程である（ISCED：
3A）。義務教育終了者の約 6 割は 2 年から 4 年かかる職業訓練教育課程を選んでいる（EDK）。
スイスの高等教育機関には、総合大学（Universität）12校と職業系大学（Fachhochschule= 






















14 Swiss Conference of Cantonal Ministers of Education　http://www.edk.ch/dyn/11586.php





















女性連盟（Schweizerischer Bäuerinnen- und Landfrauenverband）が経営する農村家政の職業学校
（bäuerlich-hauswirtschaftliche Fachschule）、通称「女性農業者学校」（Bäuerinnenschule）で、女
性農業者に必要な生活技術や基礎的な生産技術を学ぶ。女性農業者学校には、寮生活をしなが











Kanton Bern INFORAMA http://www.inforama.vol.be.ch/inforama_vol/de/index.html
20 さらに、ベルン大学とチューリヒ大学には獣医学部がある（State Secretariat for Education, Research 





22 チューリヒ州ストリックホフ女性農業者学校（Bäuerinnenschule am Strickhof）の2010年 3 月調査カリキュ
ラムより。












3 ：農業後継者の夫に代わる女性経営主」、「タイプ 4 ：農業への新規参入による女性経営主」
の 4 つのタイプに分類できる（表 2 ）。
表 2　女性農業者の経営主就任パターンによる分類
オーストリア スイス
タイプ 1 親の農業経営を継承した女性経営主 5 6
タイプ 2 農業後継者の夫との共同経営主 7 0
タイプ 3 農業後継者の夫に代わる女性経営主 1 0
タイプ 4 農業への新規参入による女性経営主 0 1
小計 13 7
非該当 非経営主 4 2
合計 調査対象者 17 9
4 － 1 ．オーストリアの女性農業経営主
オーストリアの女性農業経営主の13名は、タイプ 1 の親の農業経営を継承した女性経営主 5
名（A12：1959 25、A16：1959、A6：1971、A15：1984、A2：1987）、タイプ 2 の夫との共同経営主
7 名（A1：1957、A13：1962、A4：1966、A3：1976、A8：1976、A17：1977、A14：1982）、タイプ
3 の農外就労する夫に代わる経営主 1 名（A9：1961）である。




タイプ 1 の 5 名は、 4 名が専業農家（A16：1959、A6：1971、A15：1984、A2：1987）、 1 名が
兼業農家（A12：1959）の後継者だった。専業農家の後継者 4 名は、初職から農業分野の専門









1971、A2：1987）。有配偶の 3 名（A12：1959、A16：1959、A15：1984）は、 1 名は夫も就農し
ているが（A16：1959）、 2 名の夫は農外就労に出ている（A12：1959、A15：1984 27）。
タイプ 2 の夫との共同経営主 7 名は、 6 名は専業農家で 1 名は兼業農家である。経営主就任
のタイミングは、結婚と同時が 3 名（A8：1976、A17：1977、A14：1982）、結婚後 1 ～ 3 年が 3
名（A1：1957、A13：1962、A3：1976）、結婚後 9 年が 1 名（A4：1966）で、22歳から31歳に分


















4 － 2 ．スイスの女性農業経営主
スイスの女性農業経営主 7 名は、 6 名がタイプ 1 の親の農場を継承した女性経営主で（C5：
1963、C9：1973、C3：1974、C2：1978、C1：1979、C7：1980）、 1 名はタイプ 4 の農業への新規参
入による経営主である（C4：1955）。











タイプ 4 の農業への新規参入による女性経営主 1 名（C4：1955）は、アメリカ生まれで医師
の家庭に育ち、スイスで教育を受けた獣医であり、農業ジャーナリストでもある。スイス・グ
ラウビュンデン州でマイスター農業士になった最初の女性である。
タイプ 1 の親の農場を継承した女性経営主 6 名は、 1 名は兼業農家（C1：1979）、 5 名は専
業農家の後継者である（C5：1963、C9：1973、C3：1974、C2：1978、C7：1980））。専業農家の後
継者 5 名のうち 2 名は初職から農業を選択し、農業分野の専門技術者やディプロム・エンジニ
アになった。ほかの 3 名は農業以外の職業資格を取得し、経営継承に際して継続教育で農業技
術を習得した（C9：1973、C2：1978、C1：1979）。




C9：1973）、近年は後継者が35歳未満で経営主に就任している。また、有配偶 4 名のうち 3 名（C9：
1973、C3：1974、C2：1978）は、夫も就農している。



















方向性 タイトル 農業技術 対象者 経営主
実践
農村家政マイスター 生活技術＋経営技術 10 7
園芸マイスター 生産技術＋経営技術 2 2
ワイン醸造マイスター 生産技術＋経営技術 1 1
農林業マイスター 生産技術＋経営技術 1 1
理論
エンジニア（園芸） 生産技術＋経営技術 1 1




方向性 タイトル 農業技術 対象者 経営主
実践
農業士 生産技術 6 4
マイスター農業士 生産技術＋経営技術 1 1
理論 ディプロム・エンジニア（農学者、生物学者）生産技術＋経営技術 2 2
合計 9 7






非農家出身 2 名のうち 1 名は、国民学校 4 年の後、ギムナジウム 8 年を経てマトゥーラを取
得した一般教育課程修了者で、銀行に勤務していた（A9：1961）。これは女性農業者にとって
は例外的なコースである。非農家出身者に典型な職業訓練教育課程のパターンは、国民学校 4




農家出身の場合、国民学校 4 年（ 6 歳～ 9 歳）、基幹学校 4 年（10歳～13歳）に続けて家政
見習いをしている。家政見習いをしながら農村家政訓練校に 3 年間通って修了試験に合格する
と、農村家政の専門技術者になる（A1：1957）。しかし、 1 年または 2 年の家政見習いの間に
職業選択をして、それから 3 年間の職業訓練に入るケースが多い。 1 年の家政見習いの後、 3
年間銀行員の見習いを経て専門技術者になった（A12：1959）、 1 年間の家政見習いの後、 3 年
間園芸の職業訓練を経て専門技術者になった（A16：1959、A17：1977）、 2 年間の家政見習い
の後、 3 年間菓子職人の職業訓練をして専門技術者になった（A4：1966）、 2 年間の家政見習
いの後、 3 年間看護学校に通って看護師になった（A3：1976）といった具合である。農村家政




























































































専業農家の次女として生まれたが、小学校 6 年、中学校 3 年、販売員の見習い 2 年、革職人


















































































では農業会議所の下にある女性農業者連合（Arbeitsgemeinschaft Österreichische Bäuerinnen 
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